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一．行く年が静かに暮れ、来る年が平和でありますように。でも領土が危うい。

固有の領土である竹島・北方領土は韓国に、ロシアに占領され、日本が侵略されているという現実。如何に対応し、如何なる対策を執るのか。全国民が知恵を尽くし力を尽くして取り組まなければなりません。　尖閣は中国が自らの領土と称して略奪しようと国を挙げて日本に恫喝・暴行・不法行為を繰り返します。沖縄までも狙うとか。改めて隣国支那、朝鮮、ロシアとの付き合いの難しさに憂慮深き年の暮であり、年の初めではあります。

二．「元寇」再来か。　中国支那・台湾・朝鮮の動き。

九月、台湾の五十隻の漁船は中国と台湾の旗を押し立てわが領海に押し入ってきました。一隻百二十五万円の燃料費は大陸で成功した台湾企業。また支那と韓国の連携もありました。「文永の役」（一二七四年）は３万人の元・高麗軍が対馬壱岐博多に攻め込み日本人に蛮行残虐の限り。弘安の役（一二八一年）では高麗が東路軍、元に敗れた南宋の兵が主体の江南軍。北と西から十五万の大軍です。天皇・執権・武士・国民の敵国降伏の熱気に神風が吹き、侵略軍全滅。次の元寇は大陸に併呑された台湾が南宋の役割。あり得ることです。

三．お隣はどんな国？外交官村田良平さんと福沢諭吉「脱亜論」にはこのように

支那について村田さん「ずるくてどうしようもない」と。明治以来今日に至るまであの国の改革発展に好意と情誼をもって力を盡した日本人は多いが、結果は無残としか言いようがない。今年、日中友好四十年、その答えは日本人に対する破壊略奪の暴民テロ。朝鮮については「主義理念なくフラフラした国」。日韓基本条約も大統領就任時の「未来志向」も弊履の如く捨てて恥じない。竹島上陸、天皇侮辱の暴挙暴言、従軍慰安婦の虚偽。

福沢諭吉の「脱亜論」は「清」が日本に恫喝・砲艦外交を盛んに且つ執拗に進めていた明治十八年のことです。二三の言葉を拾いますと「支那人は卑屈にして恥を知らざれば・・・」と。日本に寄る金玉均ら独立党の甲申政変後の悲遇を「朝鮮国は人を刑するに残酷なれば・・・」と言い。「真理原則の知見無きのみか、道徳さえ地を払って残酷不廉恥を極め、尚傲然として自制の念なきもののごとし」とし、両国との関係について「悪友を親しむものはともに悪名を免れるべからず」とその交流を憂慮します。そのような隣国と、付き合わざるを得ないことを「日本の不幸」と言います。最近の国連演説では野田首相は品格と国際正義を説き、シナの楊外相はやくざの喧嘩。韓国の外相も延々と露骨な日本敵視演説。大国たるを誇るならば、品格と理性、世界に通ずる道義と倫理を弁えるべきです。

虚偽傲慢非礼は彼らの性。日本は彼らの虚偽を事実をもって、嘘は何遍ついても真実にならないことを世界に示す責任があります。彼らの嘘に口を噤めば同類と世界は見ます。

四．明治の人は偉い。　政治はどうあれ君民一体の日本がありました

隣国からの威嚇脅迫盛んな明治二十年前後から日清・日露戦争に至る日本の対応には、今学ぶべきものがあります。例を挙げれば明治二十六年の建艦予算。今と似て議会は否決。内廷費を充てる天皇の叡断。官吏軍人の給与一割減。国民に纏まりと覚悟がありました。　
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